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軟式野球競技
10月２日（金）

 山 岳 競 技
10月3日（土）
～5月（月）

「今日から国道での自転車デビュー
  みなさん見守ってくださいね」



文

　化

　賞

文化賞・スポーツ賞文化賞・スポーツ賞
受賞おめでとうございます

平成26年度

　３月30日（月）、平成26年度みなべ町文化賞・スポーツ賞の授与式（町文化協会・町体育協会主催）が、ふれ愛
センターで行われました。この賞は平成26年度にスポーツや文化活動で活躍された方 に々贈られたものです。
　受賞されたのは次の皆さんです。なお、学年は平成27年３月31日現在です。（敬称略）

＊授与式に出席された皆さんを裏表紙で紹介させていただいています。
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代
小
２
年
）、寺
本
理
乃（
上
南

部
小
２
年
）、宮
田
茅
歩（
岩
代

小
３
年
）、今
木
羽
純（
上
南
部

小
３
年
）・
井
口
夏
来（
上
南
部
小

４
年
）、宮
田
茉
実（
岩
代
小
５

年
）、岩
本
悠
希（
上
南
部
小
５

年
）、森
本
妙
・
中
本
ひ
ら
り（
以

上
　
岩
代
小
６
年
）、宮
本
真
光

（
上
南
部
中
１
年
）、鎌
塚
有
真
・

片
山
瀬
奈
・
寺
本
梨
伽
・
永
井
夏

鈴（
以
上
　
同
２
年
）＝
和
歌
山

県
学
校
美
術
展 

特
選

▽
庄
司
琳
香（
南
部
小
６
年
）＝

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
児
童
作
品
展
　

国
際
交
流
賞

▽
樫
本
晴
人（
高
城
小
６
年
）＝

同
　
銀
賞

▽
片
山
皓
貴（
南
部
小
１
年
）、

尾
﨑
巧
望（
同
　
３
年
）、中
本

翔
瑛（
岩
代
小
３
年
）、片
山
将

希（
南
部
小
４
年
）、中
松
宗
一
郎

（
上
南
部
小
５
年
）、政
井
彩
名

（
南
部
小
６
年
）＝
和
歌
山
県
科

学
作
品
展
示
会
　
奨
励
賞

▽
松
本
菜
乃
子（
南
部
小
３
年
）、

岡
﨑
世
依（
上
南
部
小
３
年
）、

大
野
沙
恵
・
宮
本
依
吹（
以
上
　

南
部
中
３
年
）＝
和
歌
山
県
書

写
教
育
研
究
会
書
初
会
　
特
選

▽
小
谷
絃
斗（
岩
代
小
２
年
）、

湯
川
真
白
・
池
田
春
奈（
以
上
　

南
部
小
３
年
）、圡
井
和
々
帆
・

岩
本
和
奏
・
中
松
日
向
葵（
以
上

上
南
部
小
３
年
）、阪
口
詩
・
片

岡
大
輝（
以
上
　
南
部
小
４
年
）、

植
野
優
華
・
小
谷
創
輝（
以
上
　

岩
代
小
６
年
）、山
下
風
音（
上

南
部
小
６
年
）、小
林
莉
央（
南

部
中
３
年
）、瀧
川
直
樹（
上
南

部
中
３
年
）＝
和
歌
山
県
書
写

教
育
研
究
会
　
書
初
会
　
凖
特

選

 

▽
樫
本
竜
・
舟
越
彩
人
・
堀
本
光

司（
以
上
　
南
部
高
３
年
）、堺

目
忠
将
・
大
前
尋
・
井
戸
崇
人

（
以
上
　
同
２
年
）、坂
内
拓
磨

（
同
１
年
）＝
第
69
回
国
民
体
育

大
会
高
等
学
校
野
球（
軟
式
）競

技
会
　
優
勝

▽
浜
口
良
太（
和
歌
山
工
専
４

年
）＝
第
51
回
近
畿
地
区
高
等

専
門
学
校
体
育
大
会 

硬
式
野

球
　
優
勝

▽
磯
崎
春
香（
熊
野
高
３
年
）＝

第
53
回
全
日
本
競
歩
輪
島
大
会

女
子
高
校
５
㎞
競
歩
　
第
４
位

▽
小
西
悠
介（
神
島
高
１
年
）＝

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

少
林
寺
拳
法
競
技
大
会
　
男
子

団
体
演
武
６
位

▽
南
部
琴
子
・
大
山
葵（
以
上
　

南
部
小
５
年
）＝
少
林
寺
拳
法

全
国
少
年
少
女
錬
成
大
会
小
学

生
２
級
の
部
組
演
武
　 

入
賞

▽
小
田
愛
里（
清
川
小
６
年
）、泰

地
音
羽（
南
部
小
５
年
）、小
西

杏
奈（
同
　
４
年
）、畑
野
結
月
・

藤
原
匠（
以
上
　
上
南
部
小
４

年
）、山
下
大
和（
南
部
小
４
年
）

＝
同
　
小
学
生
４
級
の
部
組
演

武
　
入
賞

▽
泰
地
桜
佑
・
石
丸
大
喜
・
大
江

里
佳
・
大
川
菜
々
未（
以
上
　
南

部
小
３
年
）＝
同
　
小
学
生
見

習
い
〜
７
級
の
部
組
演
武
　
入
賞

▽
坂
本
夏
美
・
前
田
明
日
香（
以

上
　
南
部
小
６
年
）、中
家
寛

太
・
新
谷
萌
・
前
田
知
範
・
松
本

莉
奈
・
矢
田
海
都（
以
上
　
同
５

年
）、杉
本
怜
平（
岩
代
小
５
年
）

＝
同
　
小
学
生
団
体
演
武
の
部

入
賞

▽
中
川
翔
友
・
上
野
拓
海（
以
上

南
部
小
４
年
）＝
同
　
小
学
生
４

級
の
部
単
独
演
武
　
入
賞

▽
坂
本
龍
成（
南
部
小
４
年
）＝

同
　
小
学
生
５
〜
６
級
の
部
単

独
演
武
　
入
賞

▽
中
内
洋
希（
南
部
小
２
年
）＝

同
　
小
学
生
見
習
い
〜
７
級
の

部
単
独
演
武
　
入
賞

▽
石
本
智
也（
南
部
小
２
年
）＝

ス
ポ
ー
ツ
ひ
の
ま
る
キ
ッ
ズ
近
畿

小
学
生
柔
道
大
会    

準
優
勝

▽
西
川
斗
真（
南
部
中
３
年
）＝

第
66
回
和
歌
山
県
中
学
校
総
合

体
育
大
会（
陸
上
競
技
の
部
）走

り
幅
跳
び
　
第
１
位

▽
平
野
未
来（
南
部
中
２
年
）＝

第
28
回
和
歌
山
県
中
学
校
秋
季

陸
上
競
技
大
会
１
０
０ｍ
ハ
ー
ド

ル
　
第
１
位

▽
清
水
梨
穂（
上
南
部
中
２
年
）

＝
第
14
回
和
歌
山
県
市
町
村
対

抗
ジ
ュニ
ア
駅
伝
競
走
大
会
中
学

生
女
子
４
区
　
区
間
１
位（
大
会

新
記
録
）

▽
西
野
歩
季（
上
南
部
中
１
年
）

＝
第
28
回
和
歌
山
県
中
学
校
秋

季
陸
上
競
技
大
会
女
子
１
年
２

０
０ｍ
　
１
位

▽
児
玉
悠
・
上
野
恵
吾（
以
上
　

南
部
中
３
年
）、花
光
大
生
・
中

川
弘
陸（
以
上
　
同
１
年
）＝
少

林
寺
拳
法 

和
歌
山
県
大
会
中

学
生
団
体
の
部
　
優
勝

▽
森
本
妙（
岩
代
小
６
年
）＝
和

歌
山
県
ジ
ュニ
ア
新
体
操
選
手
権

大
会
個
人
総
合
小
学
生
の
部
　

１
位

▽
西
山
雛
希（
上
南
部
小
６
年
）

＝
和
歌
山
県
チ
ャ
イ
ル
ド
秋
季

新
体
操
選
手
権
大
会
　
優
勝

▽
小
川
京
介（
南
部
小
４
年
）＝

全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会
３・４

年
生
の
部 

県
予
選
　
１
位

▽
清
水
大
成
・
早
田
勇
亮（
以
上

清
川
小
６
年
）、藤
本
教
弥
・
古

田
慎
太
朗（
以
上
　
上
南
部
小

６
年
）、尾
﨑
司（
南
部
小
６
年
）

＝
第
45
回
和
歌
山
県
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
和
歌
山
県
大
会
サ
ッ

カ
ー
競
技
　
優
勝

▽
川
畑
直
生
・
西
岡
潤
・
前
田
雄

史
・
田
中
大
暉
・
久
保
遼
介
・
越

本
聡
太
・
坂
本
将
哉
・
小
山
巧

真
・
永
井
海
斗
・
大
野
佑
馬
・
崎

山
桜
汰（
以
上
　
上
南
部
小
６

年
）、宮
本
矩
琉
・
小
山
潤
成
・
横

山
裕
磨（
以
上
　
同
５
年
）、森

由
貴
也
・
西
野
啓
也
・
崎
山
桃

児
・
髙
田
青
那
・
小
山
亮
介
・
久

保
佳
介
・
米
澤
諒
・
桐
本
倖
太

朗
・
寺
本
匠
志
・
井
口
夏
来
・
田

中
克
典（
以
上
　
同
４
年
）＝ 

同
　
軟
式
野
球
競
技
　
優
勝 
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石
橋
光
生
さ
ん
に
総
務
大
臣
か
ら
感
謝
状

　
平
成
17
年
か
ら
10
年
間
、行

政
相
談
員
を
務
め
ら
れ
、地
域
の

み
な
さ
ん
と
行
政
と
の
橋
渡
し

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。町
民

の
み
な
さ
ん
の
良
き
相
談
相
手
と

し
て
、信
望
も
厚
く
、こ
の
度
そ
の

功
績
に
対
し
、総
務
大
臣
か
ら
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
石
橋
さ
ん
は
平
成
27
年
３
月

31
日
で
任
期
満
了
に
よ
り
行
政

相
談
員
を
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
相
談
委
員
に
西
川
さ
ん
と
澤
竹
さ
ん
を
委
嘱

　
平
成
27
年
４
月
１
日
付
け
で
、

西
川
亮
輔
さ
ん（
西
本
庄・再
任
）

と
澤
竹
孝
幸
さ
ん（
東
吉
田・
新

任
）が
総
務
大
臣
か
ら
行
政
相

談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
行
政
相
談
委
員
は
毎
月
１
回
、

「
行
政
相
談
」を
開
催
し
、み
な

さ
ん
か
ら
行
政
に
対
す
る
苦
情

や
意
見
、要
望
な
ど
を
受
け
て
、

そ
の
解
決
や
実
現
に
努
力
す
る

と
共
に
、み
な
さ
ん
の
声
を
行
政

や
行
政
運
営
等
の
改
善
に
役
立

て
て
い
ま
す
。私
た
ち
の
身
近
で

頼
り
に
な
る
相
談
相
手
で
す
。

　
相
談
内
容
等
は
厳
守
さ
れ
ま

す
の
で
、も
し
困
っ
て
い
る
こ
と
が

あ
れ
ば
、ご
遠
慮
な
く
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

西川亮輔さん澤竹孝幸さん

■
課
長
級

▼
税
務
課
長
　

　
樫
本
孝
美（
税
務
課
副
課
長
） 

▼
建
設
課
長

　
中
嶋
和
夫（
建
設
課
副
課
長
） 

■
副
課
長
級

▼
総
務
課
副
課
長

　
中
家
ひ
ろ
み（
総
務
課
主
幹
）

▼
税
務
課
副
課
長

　
桂
弘
文（
住
民
福
祉
課
副
課
長
）

▼
住
民
福
祉
課
副
課
長
兼
保
健

　
福
祉
セ
ン
タ
ー
長
　

　
土
井
幸
代（
住
民
福
祉
課
主

　
幹
兼
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
長
） 

▼
住
民
福
祉
課
副
課
長
　

　
和
田
浩
司（
住
民
福
祉
課
主
幹
）

▼
生
活
環
境
課
副
課
長

　
大
野
弘
人（
生
活
環
境
課
主
幹
）

▼
建
設
課
副
課
長
　

　
岩
本
ひ
ろ
み（
う
め
課
副
課
長
）

▼
建
設
課
副
課
長
　

　
西
本
豊（
税
務
課
主
幹
） 

■
主
幹
級

▼
税
務
課
主
幹

　
谷
本
忠
広（
教
育
学
習
課
主
幹
） 

■
課
長
補
佐
級

▼
住
民
福
祉
課
課
長
補
佐

　
花
光
淑
子（
住
民
福
祉
課
係
長
） 

▼
住
民
福
祉
課
課
長
補
佐

　
小
西
利
博（
住
民
福
祉
課
係
長
）

▼
う
め
課
課
長
補
佐

　
平
喜
之（
う
め
課
係
長
） 

▼
建
設
課
課
長
補
佐

　
船
谷
長
弘（
う
め
課
課
長
補
佐
） 

■
係
長
級

▼
住
民
福
祉
課
係
長

　
大
地
徹（
教
育
学
習
課
係
長
） 

■
主
任
級

▼
生
活
環
境
課
主
任

　
堀
口
和
宏（
産
業
課
主
任
） 

▼
産
業
課
主
任

　
井
出
高
明（
総
務
課
主
任
） 

■
主
事
級 

▼
総
務
課
主
事

　
吉
田
裕
紀（
農
業
委
員
会
主
事
）

▼
総
務
課
主
事
　

　
長
尾
勇
助（
総
務
課
主
事
補
） 

■
主
事
補
級

▼
住
民
福
祉
課
主
事
補

　
堅
田
委
佐
子（
産
業
課
主
事
補
） 

▼
う
め
課
主
事
補

　
中
田
紗
希（
建
設
課
主
事
補
）

▼
総
務
課
主
事
補

　
上
野
早
紀
子（
新
規
採
用
）

▼
住
民
福
祉
課
主
事
補

　
熊
本
佳
苗（
新
規
採
用
）

▼
住
民
福
祉
課
主
事
補

　
西
中
瑞
穂（
新
規
採
用
）

▼
生
活
環
境
課
主
事
補

　
鈴
木
涼
也（
新
規
採
用
）

▼
産
業
課
主
事
補

　
池
田
裕
輔（
新
規
採
用
）

▼
う
め
課
主
事
補

　
畑
﨑
恒
星（
新
規
採
用
）

　■
所
長

▼
上
南
部
保
育
所
長

　
井
戸
陽
子（
高
城
保
育
所
長
）

▼
高
城
保
育
所
長

　
水
﨑
恭
子（
上
南
部
保
育
所
長
）

■
主
任
保
育
士

▼
上
南
部
保
育
所
主
任
保
育
士

　
築
山
頌
子（
上
南
部
保
育
所

　
保
育
士
） 

▼
清
川
保
育
所
主
任
保
育
士
　

　
内
川
智
秋（
南
部
保
育
所

　
主
任
保
育
士
） 

■
保
育
士

▼
南
部
保
育
所
保
育
士
　

　
米
澤
美
保（
上
南
部
保
育
所

　
保
育
士
）

▼
南
部
保
育
所
保
育
士

　
下
浦
有
香（
昇
格
）

▼
上
南
部
保
育
所
保
育
士

　
川
畑
　
茜（
昇
格
）

▼
上
南
部
保
育
所
保
育
士

　
日
下
加
奈（
高
城
保
育
所

　
保
育
士
）

▼
高
城
保
育
所
保
育
士

　
野
久
保
綾
彩（
清
川
保
育
所

　
保
育
士
）

■
主
任
級 

▼
農
業
委
員
会
主
任
　

　
山
本
幸
規（
建
設
課
主
任
）

■
課
長
補
佐
級

▼
教
育
学
習
課
課
長
補
佐
　

　
岩
﨑
道
則（
生
活
環
境
課
課
長
補
佐
） 

■
主
任
級 

▼
教
育
学
習
課
主
任

　
山
本
博
也（
教
育
学
習
課
主
事
）

■
主
事
級

▼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員

　
東
美
智
子

　（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員
）

４
月
の
人
事
異
動

４
月
１
日
付
け
で
役
場
、町
内
の
小
中
学
校
、で

人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。（
　
）内
は
旧
職
名
で
す
。
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■
主
事
級

▼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員

　
東
美
智
子

　（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員
）※

昇
格

▼
伏
見
文
雄

　（
参
事 

総
務
課
検
査
室
長
）

▼
楠
谷
隆
夫

　（
参
事
　
税
務
課
長
）

▼
中
松
啓
次

　（
参
事
　
建
設
課
長
）

▼
中
川
好
紹

　（
生
活
環
境
課
　
副
課
長
）

▼
平
井
由
紀
美

　（
住
民
福
祉
課
　
副
課
長
）

（
平
成
27
年
３
月
31
日
付
）

▼
教
育
学
習
課
　
楠
谷
隆
夫

▼
教
育
学
習
課
　
中
川
好
紹

■
課
長
級

▼
税
務
課
長
　

　
樫
本
孝
美（
税
務
課
副
課
長
） 

▼
建
設
課
長

　
中
嶋
和
夫（
建
設
課
副
課
長
） 

■
副
課
長
級

▼
総
務
課
副
課
長

　
中
家
ひ
ろ
み（
総
務
課
主
幹
）

▼
税
務
課
副
課
長

　
桂
弘
文（
住
民
福
祉
課
副
課
長
）

▼
住
民
福
祉
課
副
課
長
兼
保
健

　
福
祉
セ
ン
タ
ー
長
　

　
土
井
幸
代（
住
民
福
祉
課
主

　
幹
兼
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
長
） 

▼
住
民
福
祉
課
副
課
長
　

　
和
田
浩
司（
住
民
福
祉
課
主
幹
）

▼
生
活
環
境
課
副
課
長

　
大
野
弘
人（
生
活
環
境
課
主
幹
）

▼
建
設
課
副
課
長
　

　
岩
本
ひ
ろ
み（
う
め
課
副
課
長
）

▼
建
設
課
副
課
長
　

　
西
本
豊（
税
務
課
主
幹
） 

■
主
幹
級

▼
税
務
課
主
幹

　
谷
本
忠
広（
教
育
学
習
課
主
幹
） 

■
課
長
補
佐
級

▼
住
民
福
祉
課
課
長
補
佐

　
花
光
淑
子（
住
民
福
祉
課
係
長
） 

▼
住
民
福
祉
課
課
長
補
佐

　
小
西
利
博（
住
民
福
祉
課
係
長
）

▼
う
め
課
課
長
補
佐

　
平
喜
之（
う
め
課
係
長
） 

▼
建
設
課
課
長
補
佐

　
船
谷
長
弘（
う
め
課
課
長
補
佐
） 

■
係
長
級

▼
住
民
福
祉
課
係
長

　
大
地
徹（
教
育
学
習
課
係
長
） 

■
主
任
級

▼
生
活
環
境
課
主
任

　
堀
口
和
宏（
産
業
課
主
任
） 

▼
産
業
課
主
任

　
井
出
高
明（
総
務
課
主
任
） 

■
主
事
級 

▼
総
務
課
主
事

　
吉
田
裕
紀（
農
業
委
員
会
主
事
）

▼
総
務
課
主
事
　

　
長
尾
勇
助（
総
務
課
主
事
補
） 

■
主
事
補
級

▼
住
民
福
祉
課
主
事
補

　
堅
田
委
佐
子（
産
業
課
主
事
補
） 

▼
う
め
課
主
事
補

　
中
田
紗
希（
建
設
課
主
事
補
）

▼
総
務
課
主
事
補

　
上
野
早
紀
子（
新
規
採
用
）

▼
住
民
福
祉
課
主
事
補

　
熊
本
佳
苗（
新
規
採
用
）

▼
住
民
福
祉
課
主
事
補

　
西
中
瑞
穂（
新
規
採
用
）

▼
生
活
環
境
課
主
事
補

　
鈴
木
涼
也（
新
規
採
用
）

▼
産
業
課
主
事
補

　
池
田
裕
輔（
新
規
採
用
）

▼
う
め
課
主
事
補

　
畑
﨑
恒
星（
新
規
採
用
）

　■
所
長

▼
上
南
部
保
育
所
長

　
井
戸
陽
子（
高
城
保
育
所
長
）

▼
高
城
保
育
所
長

　
水
﨑
恭
子（
上
南
部
保
育
所
長
）

■
主
任
保
育
士

▼
上
南
部
保
育
所
主
任
保
育
士

　
築
山
頌
子（
上
南
部
保
育
所

　
保
育
士
） 

▼
清
川
保
育
所
主
任
保
育
士
　

　
内
川
智
秋（
南
部
保
育
所

　
主
任
保
育
士
） 

■
保
育
士

▼
南
部
保
育
所
保
育
士
　

　
米
澤
美
保（
上
南
部
保
育
所

　
保
育
士
）※

昇
格

▼
南
部
保
育
所
保
育
士

　
下
浦
有
香（
南
部
保
育
所
保

　
育
士
）※

昇
格

▼
上
南
部
保
育
所
保
育
士

　
川
畑
茜（
上
南
部
保
育
所
保

　
育
士
）※

昇
格

▼
上
南
部
保
育
所
保
育
士

　
日
下
加
奈（
高
城
保
育
所
保

　
育
士
）※

昇
格

▼
高
城
保
育
所
保
育
士

　
野
久
保
綾
彩（
清
川
保
育
所

　
保
育
士
）

■
主
任
級 

▼
農
業
委
員
会
主
任
　

　
山
本
幸
規（
建
設
課
主
任
）

■
課
長
補
佐
級

▼
教
育
学
習
課
課
長
補
佐
　

　
岩
﨑
道
則（
生
活
環
境
課
課
長
補
佐
） 

■
主
任
級 

▼
教
育
学
習
課
主
任

　
山
本
博
也（
教
育
学
習
課
主
事
）

新
規
採
用
職
員
紹
介

　
４
月
か
ら
下
記
の
６
名
が
新
し

く
職
員
と
な
り
ま
し
た
。そ
れ
ぞ

れ
の
部
署
で
頑
張
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

上野早紀子 （芝）
生まれ育ったみなべ町で働ける事を
とても嬉しく思っています。仕事をこ
なせるように頑張っていきたいです。

総
務
課

総
務
課

西中瑞穂 （堺）
一日でも早く仕事を覚えられるよう
がんばります。よろしくお願いしま
す。

住
民
福
祉
課

住
民
福
祉
課

鈴木涼也 （田辺市）
まだまだ至らぬところもありますが、
日々努力していきたいと思います。

生
活
環
境
課

生
活
環
境
課

池田裕輔 （田辺市）
趣味はテニスです。一生懸命取り組
みますのでどうぞよろしくお願いし
ます。

産
業
課

産
業
課

畑﨑恒星 （南道）
職場の皆さんには迷惑ばかりかけてい
ますが、早く業務に慣れて町民の方々
の役に立ちたいと考えております。

う
め
課

う
め
課

熊本佳苗 （北道）
初心を忘れず親切丁寧に頑張りたい
と思います。どうぞよろしくお願いし
ます。

住
民
福
祉
課

住
民
福
祉
課

保健福祉センター
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■
南
部
小
学
校
　

﹇
転
入
﹈（
　
）内
は
前
任
校

▼
教
諭
　
井
戸
保（
稲
原
小
）、汐

﨑
雅
子（
上
南
部
小
）、藤
薮
未

来
、山
本
晃（
以
上
、新
規
採
用
）

﹇
転
出
﹈（
　
）内
は
新
任
校

▼
教
諭
　
寺
本
明
彦（
清
川
小
）、

湯
川
三
生（
上
南
部
小
）

﹇
退
職
﹈（
　
）内
は
新
任
校

▼
教
諭
　
松
山
悦
子（
み
は
ま
支

援
学
校
）、吉
本
真
由
美（
県
教

育
委
員
会
事
務
局
）

■
岩
代
小
学
校

﹇
転
入
﹈（
　
）内
は
前
任
校

▼
教
諭
　
渡
邊
い
づ
み（
田
辺
東

部
小
） 

﹇
転
出
﹈（
　
）内
は
新
任
校

▼
教
諭
　
新
田
安
鶴
生（
川
辺
西

小
） 

 

﹇
退
職
﹈

▼
教
諭
　
榎
本
町
代

■
上
南
部
小
学
校

﹇
昇
任
﹈（
　
）内
は
前
職

▼
校
長
　
石
上
貴
一（
教
頭
）

﹇
転
入
﹈（
　
）内
は
前
任
校

▼
教
頭
　
湯
川
三
生（
南
部
小
教

諭
）

▼
教
諭
　
野
口
正
登（
新
規
採

用
）

▼
養
護
教
諭
　
橋
本
加
寿
美（
新

規
採
用
）

﹇
転
出
﹈（
　
）内
は
新
任
校

▼
校
長
　
山
口
謙（
内
原
小
）

▼
教
諭
　
汐
﨑
雅
子（
南
部
小
）、

奥
明
浩（
川
辺
西
小
）

■
高
城
小
学
校

﹇
転
入
﹈（
　
）内
は
前
任
校

▼
校
長
　
前
田
芳
郎（
御
坊
小
教

頭
）

﹇
転
出
﹈（
　
）内
は
新
任
校

▼
教
諭
　
中
野
光
夫（
御
坊
小
）

﹇
退
職
﹈

▼
校
長
　
露
詰
晋
也

■
清
川
小
学
校

﹇
昇
任
﹈（
　
）内
は
前
職

▼
校
長
　
細
川
安
弘（
教
頭
）

﹇
転
入
﹈（
　
）内
は
前
任
校

▼
教
頭
　
寺
本
明
彦（
南
部
小
教

諭
）

▼
教
諭
　
的
場
友
希（
新
規
採

用
）

﹇
転
出
﹈（
　
）内
は
新
任
校

▼
校
長
　
玉
置
敏
与（
江
川
小
）

▼
教
諭
　
橋
本
直
恵（
湯
川
小
）

﹇
退
職
﹈

▼
教
諭
　
佐
野
千
枝
美

■
南
部
中
学
校

﹇
転
入
﹈（
　
）内
は
前
任
校

▼
校
長
　
山
本
昇（
椿
小
）

▼
教
諭
　
中
家
美
千
生（
湯
川

中
）、弓
倉
香
苗（
新
規
採
用
）

▼
事
務
職
員
　
中
松
速
人（
大

成
中
）

﹇
転
出
﹈（
　
）内
は
新
任
校

▼
教
諭
　
嶋
田
雅
人
、曽
我
有
希

（
以
上
、大
成
中
）、間
野
祐
樹

（
松
洋
中
）

▼
事
務
職
員
　
榎
本
篤
史（
光

洋
中
）

﹇
退
職
﹈

▼
校
長
　
井
戸
和
彦

■
上
南
部
中
学
校

﹇
転
入
﹈（
　
）内
は
前
任
校

▼
教
諭
　
谷
口
英
里
華（
新
規
採

用
）

﹇
退
職
﹈

▼
教
諭
　
神
谷
克
彦

■
高
城
中
学
校

﹇
転
出
﹈（
　
）内
は
新
任
校

▼
教
諭
　
下
田
誠（
丹
生
中
）

町
内
各
小
・
中
学
校
異
動

み
な
べ
幹
部
交
番
・
駐
在
所

　
町
内
の
交
番
と
駐
在
所
の
皆

さ
ん
で
す
。南
部
幹
部
交
番
に
は

吉
井
義
昭
さ
ん
と
交
通
相
談
員

と
し
て
中
田
実
さ
ん
が
、清
川
駐

在
所
に
は
井
上
有
司
さ
ん
が
新

し
く
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
い
つ
も
私
た
ち
の
生
活
を
見
守

り
、安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
が
ん
ば
って
い
た
だ
い
て
い
る
、頼

り
に
な
る
お
ま
わ
り
さ
ん
で
す
。

　
な
お
、緊
急
の
用
が
あ
る
と
き

に
交
番
や
駐
在
所
が
不
在
の
場

合
は
、田
辺
警
察
署（
℡
23
|
０

１
１
０
）へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
と
の

こ
と
で
す
。

前田泰臣さん

宮本正男さん井上有司さん

吉井義昭さん中田実さん

み
な
べ
幹
部
交
番

（
℡
７
２
ー
２
０
２
９
）

西
本
庄
駐
在
所

（
℡
７
４
ー
２
１
１
０
）

清
川
駐
在
所

（
℡
７
６
ー
２
０
２
５
）

所長交番相談員

﹇
敬
称
略
﹈
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平
成
26
年
度
財
政
公
表

平
成
26
年
度
財
政
公
表

14億 7,975万 4
4億 8,311万 8
3億 2,054万 1

78万 8
7億 4,220万 0
4億 8,628万 6

2,106万 1
1億 1,637万 4
1億 4,932万 3
1億   167万 1
4億 5,492万 4
1億 4,257万 0

2,613万 7
3,500万 5

千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円

14億7,965万 0
4億 8,302万 1
3億 1,555万 1

78万 8
5億 4,216万 5
2億 1,209万 4

2,103万 9
1億 1,616万 7
1億 4,925万 1
1億   157万 1
2億 5,461万 4
1億 5,062万 3

2,865万 5
5,291万 6

千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円

下 水 道 基 金
育 英 奨 学 金 貸 付 基 金
高額療養費等貸付基金
土 地 開 発 基 金
公 共 料 金 支 払 基 金
合 計

1億8,051万 6
1億 1,344万 8

324万 8
4億 8,672万 2

4000万 0
53億 8,368万 6

千円
千円
千円
千円
千円
千円

1億8,197万 1
1億 1,344万 8

324万 8
4億 8,672万 2

4000万 0
47億 3,349万 4

千円
千円
千円
千円
千円
千円

財 政 調 整 基 金
減 債 基 金
福 祉 基 金
国 民 宿 舎 整 備 基 金
公 共 施 設 整 備 基 金
地 域 づ く り 基 金
中山間ふるさと水と土保全基金
町 営 住 宅 改 修 基 金
防 災 基 金
生 涯 学 習 推 進 基 金
環境保全地域活性化基金
国 保 財 政 調 整 基 金
介 護 給 付 費 準 備 基 金
簡易水道事業財政調整基金

普 通 会 計 債
特 別 会 計 債
合 計

119億 1,984万 6
69億 4,136万 9
188億 6,121万 5

125億 3,673万 1
69億 7,185万 7
195億　858万 8

名 称
平 成 ２ 7 年 ３ 月 末
現 在 の 見 込 高

平 成 ２ 6 年 ３ 月 末
現 在 高

名 称
平 成２ 7 年 ３月 末
現 在 の 見 込 高

平 成 ２ 6 年 ３ 月 末
現 在 高

会 計 名 当 初 予 算 額
平 成 27 年 3 月 末 現 在 収 入

収 入 済 額

平 成 27 年 3 月末 現 在 支 出

支 出 済 額 支出割合収入割合

そ の 後 の

補 正 予 算 額

平 成 27 年 3 月 末

現 在 の 予 算 額

千円
千円
千円

千円
千円
千円

83億5,290万 6

50億 4,895万 4

21億 4,137万 4

2億 8,791万 7

15億 4,297万 8

2億 9,603万 6

6億 6,324万 8

1億 1,740万 1

134億　 186万 0

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

9億1,572万 2

△5,406万 8

 2,628万 9

791万 3

1,188万 2

192万 1

△1億　　33万 7

△173万 6

8億 6,165万 4

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

92億6,862万 8

49億 9,488万 6

21億 6,766万 3

2億 9,583万 0

15億 5,486万 0

2億 9,795万 7

5億 6,291万 1

1億 1,566万 5

142億 6,351万 4

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

82億4,495万 9

38億   349万 5

18億 2,259万 5

1億 4,714万 4

12億 6,015万 5

1億 6,682万 2

3億 1,617万 4

9,060万 5

120億 4,845万 4

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

89.0%

76.1%

84.1%

49.7%

81.0%

56.0%

56.2%

78.3%

84.5%

67億 6,912万 6

43億 2,317万 0

19億　  768万 8

2億 6,092万 1

13億 4,912万 3

2億 8,211万 8

4億 4,101万 0

8,231万 0

110億 9,229万 6

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

73.0%

86.6%

88.0%

88.2%

86.8%

94.7%

78.3%

71.2%

77.8%

一 般 会 計

特 別 会 計

国 民 健 康 保 険

後期高齢者医療

介 護 保 険

農業集落排水事業

公共下水道事業

簡 易 水 道 事 業

総 合 計

一 般 会 計

特 別 会 計

国 民 健 康 保 険

後期高齢者医療

介 護 保 険

農業集落排水事業

公共下水道事業

簡 易 水 道 事 業

総 合 計

表３　町債の状況

表２　基金の状況

表１　平成26年度予算の３月末日の執行状況

（
平
成
27
年
３
月
末
現
在
）

　
平
成
26
年
度
一
般
会
計
、特
別
会

計
の
３
月
31
日
現
在
の
執
行
状
況
、

基
金
の
状
況
、町
債
の
状
況
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
基
金（
町
の
貯
金
）は
、財
政
調
整

基
金
14
億
７
９
７
５
万
４
千
円
、公

共
施
設
整
備
基
金
７
億
４
２
２
０
万

円
、地
域
づ
く
り
基
金
４
億
８
６
２

８
万
６
千
円
な
ど
合
計
53
億
８
３
６

８
万
６
千
円
の
見
込
み
で
す
。

　
町
債（
町
の
借
金
）は
、一
般
会
計

な
ど
の
普
通
会
計
債
が
１
１
９
億
１

９
８
４
万
６
千
円
。簡
易
水
道
事

業
、公
共
下
水
道
事
業
、農
業
集
落

排
水
事
業
な
ど
の
特
別
会
計
債
が

69
億
４
１
３
６
万
９
千
円
で
す
。

　
平
成
26
年
度
の一般
会
計
と
特
別

会
計
の
年
度
末
の
予
算
額
は
、合
計

１
４
２
億
６
３
５
１
万
４
千
円
に
な

り
ま
す
。

　
一
般
会
計
92
億
６
８
６
２
万
８
千

円
の
う
ち
、収
入
済
額
は
82
億
４
４

９
５
万
９
千
円
で
、主
な
も
の
は
次

の
通
り
で
す
。〔（
　
）内
は
予
算
額

に
対
す
る
収
入
割
合
〕

▼
町
税
14
億
６
７
１
３
万
円（
１
０

７・３
％
）▼
地
方
交
付
税
40
億
５
９

３
１
万
１
千
円（
１
１
１・７
％
）▼
国

庫
支
出
金
７
億
７
７
３
０
万
１
千
円

（
74
・
９
％
）▼
県
支
出
金
４
億
４
３

０
万
２
千
円（
47
・８
％
）▼
繰
越
金

　
町
の
会
計
年
度
は
４
月
か
ら

３
月
ま
で
で
す
が
、出
納
整
理

（
お
金
の
出
し
入
れ
）は
５
月
末

ま
で
行
わ
れ
ま
す
。そ
の
た
め
受

け
入
れ
や
支
払
い
が
ま
だ
行
わ

れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
の

で
、下
の
各
表
は
決
算
額
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。な
お
、水
道
事
業
会

計
は
、地
方
公
営
企
業
法
が
適
用

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、広
報
11
月
号

で
他
の
会
計
と
と
も
に
決
算
報

告
の
み
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

基
金
の
状
況（
表
２
）

町
債
の
状
況（
表
３
）

８
億
８
７
５
万
円（
１
１
８
・５
％
）▼

町
債
１
億
３
５
０
０
万
円（
15
・

１
％
）

　
ま
た
、支
出
済
額
は
67
億
６
９
１

２
万
６
千
円
で
、主
な
も
の
は
次
の

と
お
り
で
す
。〔（
　
）内
は
予
算
額

に
対
す
る
支
出
割
合
〕

▼
総
務
費
７
億
５
６
７
８
万
円（
63
・

７
％
）▼
民
生
費
13
億
９
７
５
５
万
２

千
円（
69
・
８
％
）▼
衛
生
費
５
億
３

６
８
万
９
千
円（
85
・
６
％
）▼
農
林

水
産
業
費
６
億
５
３
５
７
万
４
千
円

（
63
・３
％
）▼
土
木
費
５
億
７
７
３
万

６
千
円（
57
・
０
％
）▼
消
防
費
３
億

３
０
０
６
万
２
千
円（
85
・１
％
）▼
教

育
費
７
億
７
７
３
７
万
５
千
円（
79
・

１
％
）▼
公
債
費
16
億
１
９
６
０
万
５

千
円（
99
・３
％
）▼
災
害
復
旧
費
５

８
０
７
万
１
千
円（
18
・２
％
）

町
会
計
の
執
行
状
況（
表
１
）
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田辺ロータリークラブが
桜の木を寄贈してくれました

県行政報告会を開催

NEWS

　４月14日、ふれ愛センターで仁坂吉伸県知事の県行政報告会が
開かれ、各種団体から約１７０名のみなさんが参加されました。
　報告会では、防災対策や梅の市況、今年の秋に県内で開催され
る「紀の国わかやま国体・わかやま大会」などについて話されました。

交通ルールを守って楽しく安全に　自転車の点検も忘れずに!

　新学期が始まり各学校で通学途中などの交通事故防止のため、交通安全教室が開かれています。
　清川小学校では、４月14日に横断歩道の渡り方や自転車の乗り方などを、15日は岩代小学校３年生の子どもたちが、
ブレーキの効き具合の確認など自転車に乗る前の点検等を教わった後、警察官や交通指導員の方の指導を受け、自転
車で国道を横断する練習をしました。

　田辺ロータリークラブ（宮本恭平会長）から、今秋の国体開催を記念して、千里
球場に10月桜13本と小目津公園にソメイヨシノ39本をご寄贈いただき、４月９日、町
長室で寄附目録の贈呈式がありました。
　10月桜は、秋と春に花を咲かせる桜です。秋に桜の花が楽しめるのが今から楽
しみですね。

清川小学校で

小目津公園に植樹
されたソメイヨシノ

岩代小学校で

広報みなべ　2015.5
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みなさんも運動を始めてみませんか？

韓国からみなべコミバスの視察にみえられました

　４月15日、韓国の全羅南道地区からみなべコミバスの視察に13名の方々が訪れてくれました。視察に訪れたみなさん
は、ＪＲ南部駅前でコミバス車両を見学した後、役場の会議室でコミバスのメリットや課題などを総務課長から説明を受
けました。会議中にお出しした梅ジュースは「とってもおいしい」と好評でした。

　健康運動指導士の中図弥生さんの指導のもと、週１回のトレーニン
グ教室を開き、今回は11名が３か月の教室を修了し、新たに自主サーク
ルに加わりました。初めて参加された方が多く、最初はテンポに合わせ
た運動ができなかったり、正しい方法で筋トレができなかった方も、回を
重ねることで徐々にできるようになりました。教室前後の体力測定の結
果は、体力年齢が６歳も若くなりました。

　今年１月から３月までの毎週金曜日（全12回）、白浜のクアハウスへ
行って、エクササイズやプールでの水中運動をしました。
　室内でエクササイズをして体を動かし、頭の体操もして笑顔で楽し
みました。プールでの運動は足や腰への負担が少ないので、普段は難
しいトレーニングもすることができました。運動をした後はゆったり温泉に
浸かって疲れをとり、心も体もリフレッシュできました。

普段、家でひとりだと、運動を続けることは難しい。
でも、みんなと一緒なら続けることができるかも。

我ら梅の里寝込まんず　12期生

みなべ・おたっしゃ倶楽部

広報みなべ　2015.5
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上南部分館　おはなしの会
５月13日（水）午後3時から

　田んぼや雑木林など身近な自然の中には多くの生命が息
づいています。新緑の季節、野遊びを楽しんでみませんか？
野鳥の図鑑、写真集、草花遊びの本などを紹介します。

「里山」1階

　新聞やテレビでは政治の話が中心だけれど、おきなわのお
まつり、食べもの、子どもたちのことなど、ふだんのくらしをのぞい
てみませんか？　おきなわが、きっと、もっと身近になるでしょう。

「おきなわの絵本やおはなし」　2階

２日（土）わくわくタイム（10：30～）
　　　 おはなし会（14:00～）
７日（木）休館
９日（土）おはなし会（14:00～）
10日（日）わくわく・どきどき・しっとり
　　　  おはなしの森（14:00～）
11日（月）休館
14日（木）ちいさいひとのための
　　　  おはなし会（0～3歳）（10：30～）
16日（土）おはなし会（14:00～）
18日（月）休館
23日（土）ビデオ上映会（10：30～）
　　　  おはなし会（14:00～）
25日（月）休館
28日（木）ちいさいひとのための
　　　  おはなし会（0～3歳）（10：30～）
29日（金）休館（館内整理日）
30日（土）おはなし会（14:00～）
6月1日（月）休館

ゆめよみ館・5月のカレンダー

5月のゆめよみ館テーマ展示

町立図書館（ゆめよみ館）
上南部分館（生涯学習センター内）

TEL72-1410
TEL74-3283

通 信

春休み・本の展示とおはなし会

わくわく・どきどき・しっとり ～おはなしの森～

　ろうそくを灯して、昔話を語ります。前半は５歳くらいから、後
半は２年生くらいから楽しめます。ご家族で、ほっこりした時間を
おすごしください。

　ボランティアさんによるおはなし会、子どもたちの薦めてくれ
る本、ともに好評で、展示終了後の予約もたくさんありました！

　島に引越してきたゆうすけは
３年生。同じクラスのやっくんは
自閉症で会話が苦手だけれ
ど、すっかりみんなにとけこんで
いる。やがて、ふたりは大人に
なって働きはじめる。
　違いを認めあいそれを楽し
む、あたたかい絵本です。
●MAPS〔マップス〕（ミジェリン
スカ）●きみ江さん（片野田斉）
●食べているのは生きものだ
（森枝卓士）●ここまでわかっ
た！　太陽系のひみつ（沼澤茂
美）●カミカミ健康学（岡崎好
秀）●なわとび「スゴ技」コレク
ション（藤沢祥太朗 監修）
●あまねく神竜住まう国（荻原
規子）●先生のつうしんぼ（宮
川ひろ）●タンポポたいへん！（ミ
ドルトン）

ゆめよみ館・子ども向け

　「ひとり暮らしは不安になる
ことも多いけれど、ひとりで背筋
を伸ばして生きていきたい」料
理研究家の著者は、健康、防
犯、食事などを工夫しながら
“ひとり力”を鍛えています。い
つも新しいことを求める姿は、
いくつになっても暮らしを楽しめ
ることを教えてくれます。
●太宰治の辞書（北村薫）
●森に願いを（乾ルカ）●サリ
ンジャーと過ごした日 （々ジョア
ンナ・ラコフ）●和歌山県の歴
史（小山靖憲ほか）●図説 吉
田松陰 幕末維新の変革者た
ち（木村幸比古）●カンボジア
に村を作った日本人（森本喜
久男）●子育てに「もう遅い」
はありません（内田伸子）●銀
の街から（沢木耕太郎）

ゆめよみ館・大人向け

　もはや中高生には欠かせな
いアイテムとなりつつあるスマホ
（スマートフォン）。でも近年、子ど
もたちをとりまくスマホ事情は
年々深刻になっています。この
本では、大人がもっと子どもとス
マホに関心を寄せ、手遅れにな
る前に手を打たなければならな
いと警鐘しています。
●八幡炎炎記（村田喜代子）
●いじめっこ　いじめられっこ①
（谷川俊太郎と子どもたち）
●マンガでわかる素粒子物理
学（うるの拓也）

上南部分館・大人向け

上南部分館・子ども向け

●折り紙えほん（高野紀子）
●踊る光（トンケ・ドラフト）
●巨大隕石から地球を守れ
（高橋典嗣）　

　
「
ひ
と
り
力
」を
鍛
え
る
暮
ら
し
方

清
水
信
子（
講
談
社
）

ふ
し
ぎ
な
と
も
だ
ち

た
じ
ま
ゆ
き
ひ
こ（
く
も
ん
出
版
）

ス
マ
ホ
チ
ル
ド
レ
ン
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

竹
内
和
雄（
中
央
公
論
新
社
）

５月１０日（日）午後２時から（ゆめよみ館）

ろうそくの灯のもと大人も子どもも昔ばなしにどっぷりひたりました。

ゆめよみ館は祝日も開館しています

広報みなべ　2015.5

10

の

町の花 う め

町の木 う ば め が し

町の鳥 う ぐ い す

町の魚 い しわ

　
町
は
、今
年
も
次
の
と
お
り
一

般
住
宅
の
耐
震
診
断
を
行
な
い

ま
す
。

■
診
断
の
対
象
と
な
る
住
宅

　
次
の
①
〜
④
す
べ
て
に
該
当

す
る
住
宅
で
あ
る
こ
と
。

①
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

建
築（
工
事
着
工
）さ
れ
た
、み
な

べ
町
内
の
住
宅

②
地
上
階
数
が
２
階
以
下
で
、延

べ
床
面
積
が
２
０
０
平
方
メ
ー
ト

ル
以
下
の
専
用
及
び
併
用
住
宅

〔
以
下
は
木
造
住
宅
の
み
〕

③
町
内
に
存
す
る
一
般
木
造
住

宅
で
、実
際
に
住
ん
で
い
る（
共
同

住
宅
や
長
屋
住
宅
、店
舗
な
ど

と
の
併
用
住
宅
も
含
む
）

④
木
造
の
在
来
工
法（
軸
組
み
工

法・伝
統
的
工
法
）で
建
て
ら
れ
て

い
る■診

断
費
用

●
木
造
住
宅
　
無
料

●
非
木
造
住
宅
　
必
要
な
経
費

の
２
／
３（
上
限
８
万
９
千
円
）を

補
助

■
募
集
棟
数
　

木
造
７
棟・非
木
造
３
棟

■
申
込
受
付
期
間
　

５
月
１
日（
金
）〜
５
月
29
日

（
金
）（
土・日・祝
日
は
除
く
）

■
内

　容

●
専
門
の
耐
震
診
断
士
が
診
断

し
ま
す
。

●
診
断
結
果
は
、耐
震
診
断
士

住
ま
い
の
耐
震
診
断
し
ま
せ
ん
か

対
象
は
昭
和
56
年
５
月
以
前
建
築
の
住
宅

第
２
回
定
例
町
議
会
は
５
月
15
日（
金
）開
会
予
定

総
務
課（
℡
７2
ー
２
０
５
１
）か
ら
お
知
ら
せ

総
務
課（
℡
７2
ー
２
０
５
１
）か
ら
お
知
ら
せ

議
会
事
務
局（
℡
７2
ー
１
３
３
４
）か
ら
お
知
ら
せ

議
会
事
務
局（
℡
７2
ー
１
３
３
４
）か
ら
お
知
ら
せ

が
２
〜
３
か
月
後
に
訪
問
し
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
申
込
方
法
及
び
申
込
先

　
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、総
務
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。申
込
用
紙
は
、総
務
課
、

高
城
公
民
館
、清
川
公
民
館
に

用
意
し
て
い
ま
す
。町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、総
務
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
平
成
27
年
第
２
回
町
議
会
定

例
会
が
、５
月
15
日（
金
）か
ら
開

会
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
定
例
会
で
は
、皆
さ
ん
の
暮
ら

し
に
関
連
す
る
案
件
や
予
算
の

審
議
、町
が
行
う
事
業
な
ど
に
つ

い
て
各
議
員
が
質
問
す
る「
一
般

質
問
」も
行
わ
れ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、お
誘
い
合
わ
せ
傍
聴

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。ま
た
、本

会
議
の
様
子
は
、パ
ソ
コ
ン
、ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
見
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
み
な
べ

町
議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
」

か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
議
会
の
日
程
等
に
つ
い
て
は
、

後
日
町
内
一斉
放
送
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。く
わ
し
く
は
、議
会
事

務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

春 の 全 国 交 通 安 全 運 動

運動期間中の５月20日は「交通事故死ゼロを目指す日」
５月11日（月）～20日（水）

★子供と高齢者の交通事故防止
★自転車の安全利用の推進
★全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
★飲酒運転の根絶

運動
重点

広報みなべ　2015.5
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紀
州
材
を
使
用
し
て
和
歌
山

県
内
に
住
宅
を
建
設
す
る
場
合

に
、県
の
補
助
金（
最
高
20
万
円
）

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
補
助
金
を
受
け
る
場
合
に
は
、

棟
上
げ
又
は
土
中
杭
打
設
の
３

日
前
ま
で
に
事
前
の
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

【
主
な
条
件
】

■
補
助
対
象
木
材
の
条
件

①
木
材
含
水
率
が
25
％
以
下
の

も
の
で
あ
り
、和
歌
山
県
の
証
明

基
準
に
よ
り
紀
州
材
で
あ
る
と

証
明
さ
れ
る
も
の

②
住
宅
の
基
礎
地
盤
改
良
に
用

い
ら
れ
る
木
製
の
土
中
杭

■
住
宅
の
条
件

①
新
築
の
場
合
＝
申
請
者
自
ら

が
居
住
す
る
目
的
で
建
設
す
る

木
造
住
宅

②
増
改
築
の
場
合
＝
建
築
基
準

法
上
の
許
可
又
は
届
け
出
が
必

要
な
規
模
の
も
の

■
そ
の
他
の
条
件

①
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に

補
助
対
象
木
材
の
工
事
現
場
で

の
施
工
が
完
了
す
る
こ
と

②
他
の
補
助
金
等
と
重
複
受
給

が
な
い
こ
と

【
補
助
金
額（
１
棟
当
た
り
）】

紀
州
材
の
使
用
量（
㎥
）補

助
金
額

５
㎥
以
上
10
㎥
未
満

６
万
円

10
㎥
以
上
15
㎥
未
満

13
万
円

15
㎥
以
上

20
万
円

【
申
し
込
み
方
法
】

　
補
助
対
象
木
材
の
工
事
現
場

で
の
施
工
に
着
手
す
る
日（※
補

助
対
象
木
材
の
条
件
①
の
場
合

は
棟
上
げ
、②
の
場
合
は
土
中
杭

打
設
）の
３
日
前（
休
日
の
場
合

は
そ
の
前
日
）ま
で
に
、所
定
の
様

式
に
よ
り
建
築
地
を
所
管
す
る

各
振
興
局
の
林
務
課
に
申
し
込

み
を
行
って
く
だ
さ
い
。

　
御
坊
市
及
び
日
高
郡
内
に
建

築
さ
れ
る
方
は
日
高
振
興
局
林

務
課
に
申
し
込
み
を
行
って
く
だ

さ
い
。

　
申
し
込
み
に
は
、建
築
確
認
済

通
知
書
の
写
し
等
も
必
要
と
な

り
ま
す
。

【
受
付
期
間
】

平
成
28
年
３
月
15
日
ま
で（
先

着
順
）

　
県
の
予
算
を
超
過
し
た
日
を

も
っ
て
募
集
を
終
了
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。超
過
し
た
日（
最
終

日
）の
申
込
者
に
つ
い
て
は
、抽
選

に
よ
り
採
択
者
を
決
定
し
ま

す
。

【
留
意
事
項
】

　
補
助
金
交
付
の
対
象
が
同
一と

す
る
他
の
国
庫
補
助
金
又
は
県

補
助
金
の
重
複
受
給
は
原
則
で

き
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
せ
先
】

〒
６
４
４

－０
０
１
１

御
坊
市
湯
川
町
財
部
６
５
１

日
高
振
興
局
地
域
振
興
部
　
林

務
課（
℡
０
７
３
８

－24

－２
９
１

２
）

※
申
し
込
み
様
式
等
は
次
の
ア

ド
レ
ス
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

http://w
w
w
.pref.w

akayam
a.lg.jp/prefg/070600/kisyu
zai/jyutaku.htm

l

地
域
住
宅
支
援
事
業

「
紀
州
材
」で
家
を
新
築・増
築
し
ま
せ
ん
か

産
業
課（
℡
７2
ー
１
３
３
７
）か
ら
お
知
ら
せ

産
業
課（
℡
７2
ー
１
３
３
７
）か
ら
お
知
ら
せ

「
緑
の
募
金
」運
動
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
森
林
や
山
の
緑
は
、私
た
ち
に

限
り
な
い
恵
み
を
与
え
て
く
れ

ま
す
。

　
人
類
共
通
の
こ
の
か
け
が
え
の

な
い
財
産
を
、皆
さ
ん
の
協
力
を

得
な
が
ら
守
り
育
て
、地
球
環
境

の
保
全
や
緑
豊
か
で
潤
い
の
あ
る

ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

く
た
め
に
設
置
さ
れ
て
い
る
の
が

「
緑
の
募
金
」で
す
。

　
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

募
金
は
、森
林
の
整
備
や
緑
化
等

の
支
援
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
、募
金
の

お
願
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、皆
さ
ん
の
ご
理
解
、ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

６
月
の
農
業
委
員
会
は
休
会
と
な
り
ま
す
。

～今へと繋がるすべての母に感謝しよう～

「母の日参り」
　ゴールデンウィークや母の日にお花を
持って、お墓にお参りし、家族の愛を親か
ら子、子から孫へと受け継ぎ、家族の愛を
再認識してみませんか。
　ＪＡ紀州では、母の日にお墓参りに行
き、家族の愛を感じ、受け継ぎ、変わらぬ
心を受け伝えられるよう「母の日参り」を
提案し、全国的に呼びかける活動をして
います。

スターチスの花言葉は、変わらぬ心。
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自
動
車
税
の
納
期
限
は

　
　
　
　
６
月
１
日（
月
）で
す

　
自
動
車
税
は
、４
月
１
日
現
在

の
自
動
車（
軽
自
動
車
税
対
象

車
種
を
除
く
）の
所
有
者
等
に

毎
年
納
税
し
て
い
た
だ
く
県
税

で
、行
政
サ
ー
ビ
ス
の
貴
重
な
財

源
と
な
って
い
ま
す
。

納
期
内
納
税
を
お
願
い
し
ま
す

　
今
年
度
の
自
動
車
税
の
納
期

限
は
、６
月
１
日（
月
）で
す
。納

税
は
お
早
め
に
お
近
く
の
金
融

機
関
、コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。ペ
イ
ジ
ー
対
応
Ａ
Ｔ

Ｍ
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
イ
キ
ン
グ
、

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
か
ら
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
納
付
も
で
き

ま
す
。

※

車
検
時
に
は
納
税
証
明
書
が

必
要
で
す
の
で
、納
税
証
明
書
を

車
検
証
と
と
も
に
保
管
し
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

自
動
車
税
の
減
免

　
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手

帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳・戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
の

方
が
使
用
す
る
自
動
車
に
つい
て

は
、自
動
車
の
名
義
・
障
害
の
程

度
等
一
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す

が
、申
請
に
よ
り
自
動
車
税
の
減

免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

●
紀
中
県
税
事
務
所（
有
田
総

合
庁
舎
内
）

有
田
郡
湯
浅
町
湯
浅
２
３
５
５

－１
℡
０
７
３
７

－64

－１
２
５
９

●
紀
南
県
税
事
務
所（
西
牟
婁

総
合
庁
舎
内
）

田
辺
市
朝
日
ヶ
丘
23

－１

℡
０
７
３
９

－26

－７
９
０
８

●
日
時
　
５
月
19
日（
火
）午
後

１
時
〜
午
後
４
時

●
場
所
　
日
高
振
興
局
　
御
坊

市
湯
川
町
財
部
６
５
１

●
相
談
内
容
　
弁
護
士
及
び
県

民
相
談
員
に
よ
る
法
律
相
談
、行

政
相
談
、そ
の
他
一般
相
談
。

※

参
考
資
料
が
あ
れ
ば
、相
談

時
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

●
予
約
受
付
　
５
月
７
日（
木
）

か
ら（
先
着
10
名
）

　
日
高
振
興
局
総
務
県
民
課

（
℡
０
７
３
８

－24

－

２
９
３
６
）へ

電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

和
歌
山
県
か
ら
お
知
ら
せ

和
歌
山
県
か
ら
お
知
ら
せ

　上南部保育所保護者会では、通園バスの運転手
（有給）を次のとおり募集しています。　自衛隊では、次のとおり自衛官候補生（男子）を募

集しています。

平
成
27
年
度

移
動
県
民
相
談

■勤務時間

■勤務期間
■募集人員
■募集要件

■募集期間
■応募先
■必要書類
■選考方法

くわしくは上南部保育所（℡７４－３０２２）へお問い合わせください。

１日２回（平日の午前７時20分～午前９時
30分頃・午後３時～午後５時頃）
平成28年４月４日（月）から
１人
65歳以下で大型免許をお持ちの方
※できれば上南部保育園児たちの身近に
　住んでいて、健康的で親しみやすい方
平成27年６月１日（月）まで
上南部保育所（西本庄）
履歴書、大型自動車運転免許証の写し
面接

自衛官候補生募集自衛官候補生募集

●応募資格
●受付期間
●試 験 日
●試験種目

●合格発表
●入隊時期

18歳以上27歳未満
年間を通じて受付
受付時にお知らせします
筆記試験、口述試験、適性検査及び
身体検査
試験時にお知らせします
採用予定通知書でお知らせします

願書請求、その他お問い合わせは、
自衛隊御坊地域事務所（℡０７３８-23-００２０）
または役場総務課へ。
自衛隊和歌山地方協力本部ホームページもご覧ください。
（http://www.mod.go.jp/pco/wakayama/）

１等・前後賞合わせて７億円

ドリームジャンボ
１等賞金７０００万円

ドリームジャンボミニ
7000万
発売日  ５月13日（水）～６月５日（金）

　県内で販売された宝くじの収益
金は、道路や公園整備、防災事業
などに活用され、私たちの身近なく
らしに役立っています。
　宝くじの購入は、県内でお願いし
ます。

身 近 な 暮らしに
役 立って い ます

広報みなべ　2015.5
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第２９回リード・ジャパンカップ和歌山大会
紀の国わかやま梅の里カップ  ボルダリング大会
【紀の国わかやま国体リハーサル大会】（山岳競技）を開催します。

　クライミング競技の日本代表選考会を兼ねる「第２９回リード・ジャパンカップ和歌山大会」と「紀
の国わかやま梅の里カップ・ボルダリング大会」を６月６日（土）と７日（日）に開催します。
　全国から大勢の選手や観客のみなさんが来場されることから、紀の国わかやま国体みなべ町
実行委員会では、両大会を１０月の国体本番のリハーサルの機会として、競技団体やボランティ
アの方 と々競技運営やおもてなしを行うこととしています。
　競技日程は下表のとおりです。ワールドクラスの選手らが参加し、熱戦が繰り広げられます。み
なさん応援、よろしくお願いします。

競技日程

6月6日
（土）

リード競技
（南部高等学校）

女子予選

男子予選

女子予選

男子予選

女子決勝

男子決勝

男子準決勝

女子決勝

男子決勝

9：30～

13：40～

9：30～

12：30～

16：10～

17：00～

9：30～

13：30～

14：30～

リード競技
（南部高等学校）

ボルダリング競技
（南部小学校体育館）

6月7日
（日）

日  程 種目（場所） 種  別 競技時間

　リードジャパンカップ会場にて、巨
大なマイギリ（火を起こす道具）を
使って採火するイベントを開催しま
す。こちらも楽しみに。
※炬火とは、「たいまつ」の意味で、オリンピックの「聖火」
にあたるものです。各市町で採火された火は、紀の国わか
やま国体の総合開会式で集火され、国体開催期間中、選
手を見守ります。

子育て支援セミナー
IN田辺

子育て支援セミナー
IN田辺

●日　　時

●場　　所

●内　　容

●申込締切

●問合せ先

６月２２日（月）～２６日（金）
午前１０時～午後３時４０分
田辺市民総合センター　２階
青少年ホールまたは交流ホール
子どもと本、身近な物を使って遊ぶア
イデア、子どもの食などをテーマにし
たセミナー（１講座からでも受講可）
セミナー受講申込みは６月１５日（月）ま
で、託児の申込みは６月８日（月）まで。
※託児定員３名（全講座受講者優先）
田辺市ファミリーサポートセンター　
きっずぱーく
℡２６―５４８６

５月２６日（火）
午後１時３０分～午後３時３０分
　
みなべ町役場　会議室
「生活のこと」、「仕事のこと」など、困
りごとでお悩みの方、お気軽にご相談
ください。支援相談員が、生活の安定
や就労に向けた支援に取り組みます。
相談は無料です。
西牟婁振興局　健康福祉部総務健康
安全課（℡２６－７９３１）または役場住
民福祉課（℡７２－２１６１）

生活にお困りの方の
ご相談をお受けします

●日　　時

●場　　所
●内　　容

●問合せ先

※以降、毎月第４火曜日（祝祭日の場合は、翌月）に行ないます。
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炬火イベントも同時開催炬火イベントも同時開催

青少年センター
高城公民館（高城支所）

清川公民館（清川支所）

南部公民館

南部公民館岩代分館
図書館（ゆめよみ館）
図書館（上南部分館）
うめ振興館
うめ21研究センター
紀州備長炭振興館
はあと館（社会福祉センター）
　〔社会福祉協議会〕
デイサービス　ふれ愛センター
デイサービス　特養梅の里
デイサービス　ゆうゆう館
老人憩の家　二子の里
シルバー人材センター
高城診療所
ごみ焼却場
斎場
日高広域消防南部出張所
田辺広域休日急患診療所
（田辺市民総合センター敷地内）

青少年センター
高城公民館（高城支所）

清川公民館（清川支所）

南部公民館

南部公民館岩代分館
図書館（ゆめよみ館）
図書館（上南部分館）
うめ振興館
うめ21研究センター
紀州備長炭振興館
はあと館（社会福祉センター）
　〔社会福祉協議会〕
デイサービス　ふれ愛センター
デイサービス　特養梅の里
デイサービス　ゆうゆう館
老人憩の家　二子の里
シルバー人材センター
高城診療所
ごみ焼却場
斎場
日高広域消防南部出張所
田辺広域休日急患診療所
（田辺市民総合センター敷地内）

TEL
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL

TEL
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL

72-4141
75-2455
75-2802
76-2250
76-2109
72-1400
72-5804
72-2127
72-1410
74-3283
74-3444
74-2300
76-2258
72-5611
72-5610
74-3337
75-2618
72-5900
72-4455
72-1389
75-2005
72-3808
74-3150
74-3119
26-4909

72-4141
75-2455
75-2802
76-2250
76-2109
72-1400
72-5804
72-2127
72-1410
74-3283
74-3444
74-2300
76-2258
72-5611
72-5610
74-3337
75-2618
72-5900
72-4455
72-1389
75-2005
72-3808
74-3150
74-3119
26-4909

住民福祉課
税　務　課
産　業　課
う　め　課
会　計　課
共通ＦＡＸ
総　務　課
　 検 査 室
建　設　課
共通ＦＡＸ
議会事務局
Ｆ　Ａ　Ｘ
住民福祉課
地域包括支
援センター
Ｆ　Ａ　Ｘ
生活環境課
　水 道 係
　下水道･環境係
Ｆ　Ａ　Ｘ
教育学習課
　学校教育
　Ｆ　Ａ　Ｘ
　社会教育・国体
中央公民館
共通ＦＡＸ

７２－２１６１
７２－２１６２
７２－１３３７
７４－３２７６
７２－２５９６
７２－３８９３
７２－２０５１
７２－２１４２
７４－３３３５
７２－１２２３
７２－１３３４
７２－１３３５
７４－３３３７
７４－８０６５

７４－８０１３

７２－３０８５
７２－３６０５
７２－４１８７

７４－２１９１
７４－３621
７４－３134
７４－３３３４
７４－2418

役　場

1階

2階

3階

ふれ愛
センター
（保健福祉
センター）

生涯学習
センター

1階

浄化センター
（役場庁舎隣） 1階

1階

役場への電話は、時間短縮のためにも、できる
だけ用事のある課の直通番号へかけてください

役場ダイヤルイン（直通電話）

お願い～～

（24時間対応）

　人事院では、平成27年度国家公務員採用一般職試験（高卒者試験）を次
のとおり実施します。

●
●

●

●
●
●

試験の区分
受 験 資 格

申込受付期間

第１次試験日
試 験 地
問い合わせ先

事務・技術・農業・農業土木・林業
①平成27年４月１日において、高等学校又は中等教育学
校を卒業した日の翌日から起算して２年を経過していない
者及び平成28年３月までに高等学校又は中等教育学校
卒業見込の者　
②人事院が①に掲げる者に準ずると認める者
◎インターネット　６月22日（月）～７月１日（水）
◎郵送又は持参　６月22日（月）～６月24日（水）
平成27年９月６日（日）
京都市・大阪市・神戸市・奈良市・和歌山市・田辺市
人事院近畿事務局　
〒５５３－８５１３　大阪市福島区福島１－１－６０
℡　０６－４７９６－２１９１（試験第ニ係）
＊受験案内は５月11日（月）からホームページに掲載します。
ホームページは「国家公務員試験採用情報ＮＡＶＩ」
http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm

●
●
●

日 時
場 所
電 話 相 談

５月９日（土）　午前10時～午後4時まで
田辺市民総合センター　

　殺人・傷害致死・傷害・強盗・性被害（強姦・強制わいせつ等）・交通事故・
ＤＶ・その他の犯罪や災害などの、被害や災害に遭われた方やそのご家族
又は遺族の方、ご相談ください。
　相談・支援にかかる費用は無料です。秘密は厳守します。

和歌山県公安委員会指定　犯罪被害者等早期支援団体
公益社団法人 紀の国被害者支援センター
☎０７３－４２７－１０００（10：00～16：00）

●ご予約・問い合わせ

●内　 　　容

弁護士・臨床心理士・犯罪被害相談員が、電話または面接による
相談にお答えします。

※面接相談は、当日もお受けいたしますが、できるだけ事前にご予約ください。
☎０７３９－８１－１２２１（当日のみ）
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国家公務員採用一般職試験
（高卒者試験）

被害者支援無料相談被害者支援無料相談
～ひとりで悩まないで　話すことから始めませんか～



センター
だより
センター
だより

（住民福祉課）

TEL：74－3337　FAX：74－8013TEL：74－3337　FAX：74－8013

トレーニング教室
5月1日（金）・8日（金）・15日（金）・22日（金）・29日（金）
18：00～21：00　トレーニングマシン等による自由運動
20：00～21：00　健康リズム体操（音楽に合わせて行う楽
　　　　　　 しい体操です。）

場所 ： はあと館 （社会福祉センター）

乳幼児健診 （ 場所 ふれ愛センター ）

5月15日（金）12：45～13：15

実　施　日健診名（対象乳幼児） 受 付 時 間
4・10か月児健診
（平成26年7月・平成27年1月生まれ）

5月20日（水）12：45～13：153歳６か月児健診
（平成23年10月・11月生まれ）

5月27日（水）12：45～13：152歳６か月児歯科健診
（平成24年10月・11月生まれ）

5月13日（水）
  9：00～10：30　堺漁港
 11：30～13：30　ウメタ様駐車場
14：45～16：45　はあと館前
　　　　〔南部ライオンズクラブ・町共催〕
田辺赤十字血液センターからお願い
　献血の際、恐れ入りますが、献血カードまたは本人である
ことを証明できるもの（運転免許証など）をご持参ください。

　みなべ町では、毎年7月に「ミニドック健診」として、
集団検診を行っています。毎年受けていますか？
　まずは健診を受けて自分の体の状態を知ること
が、健康管理の第1歩となります。

　和歌山県立医科大学が、これまで和歌山県下で
行ってきた、動脈硬化健診の結果をふまえながら、
高血圧や脳血管疾患、心疾患、腎臓病といった生
活習慣病や、認知症の予防についてなど、健診の
重要性について、お話をしてくださいます。

☆講演会前後で医師の個別相談や、血圧測定、健
康相談、健診の申込み受付も行っています。

献血にご協力をお願いします献血にご協力をお願いします

参加費は無料。成人ならどなたでも参加OKです。

高城保育所
（℡75-2044）

1日（金）
「こどもの日」のつどい
21日（木）

10：00～11：00　

8日（金） 10：00～11：00
清川保育所
（℡76-2251）

12日（火）・26日（火） 10：00～11：00
上南部保育所
（℡74-3022）

20日（水） 10：00～11：00
南部保育所
（℡72-4520）

21日（木） 10：00～11：00
愛之園保育園
（℡72-2371）

（未就園児とお家の皆さん、遊びに来てください）

5月はお外で自由遊び（南部保・愛之園保は雨天中止）

※できるだけ400㎖の献血にご協力をお願いします。
　（体重50kg以上の方）

特定健診を受けましょう特定健診を受けましょう

～ 知って得する健診活用術 ～

○日時　平成27年５月８日（金）
　　　　午後２時30分～３時（受付・血圧測定等）
　　　　※希望者のみ
　　　  午後３時～４時30分まで（講演）
○場所  ふれ愛センター
  

申込み不要！ どなたでも参加できます。（無料）

和歌山県立医科大学
有田幹雄名誉教授講師
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日 本 脳 炎 （ 場所 ふれ愛センター ）

接　種　名 対 象 地 区 実　施　日

対象児：平成23年4月2日～平成24年4月1日生まれ

Ⅰ期初回 ２回目

受付時間：13：00～13：20

岩代地区を除く
旧南部町地区 ５月8日（金）

岩代地区及び
旧南部川村地区 ５月18日（月）

対象児：平成22年4月2日～平成23年4月1日生まれ

Ⅰ期追加
岩代地区を除く
旧南部町地区 6月1日（月）

※５月15日(金) 上南部中学校の生徒が思春期体験学習に来ます。

対象のお子さんには、案内状（問診票同封）を送っています。

日　時 ： 5月28日（木）13：30～15：00
場　所 ： ふれ愛センター
対　象 ： 妊婦または小さなお子さんの保護者
内　容 ： ①妊娠中のママの食事は大丈夫
　　　　②離乳食の進み方は大丈夫？

マタニティー＆ベビーサロン

リレー・フォー・ライフ・ジャパン2015わかやま
「がんと向き合う」２日間　参加者募集！

リレー・フォー・ライフ・ジャパン2015わかやま
「がんと向き合う」２日間　参加者募集！

　「リレー・フォー・ライフ」は、がん経験者とご家族・ご遺族・
支援者とともにがんと向き合うきっかけとなる、対がん・がん
患者支援のイベントです。

　平成25年６月に、子宮頸がん予防ワクチンの副反応報
告について審議が行われました。この結果、ワクチンと因
果関係が否定できない持続的な疼痛が子宮頸がん予防
ワクチン接種後に特異的にみられたことから、副反応の
発生頻度等がより明らかとなるまでの間、子宮頸がん予
防ワクチンの接種を積極的に勧奨しないよう、厚生労働
省より通知がありました。このことにより、本町においても対
象となる方への積極的な勧奨を差し控えています。
　対象者のうち接種を希望される方は、これまでどおり定
期接種できますので、ふれ愛センター（住民福祉課）へお
申し込みください。
　接種に当たっては、有効性とリスクを理解したうえで受
けてください。

　妊娠初期に風しんに感染すると、胎児も風しんウイルス
に感染し、先天性風しん症候群（胎内感染により白内障、
先天性心疾患・難聴などの先天性心疾患）の赤ちゃんが
生まれることがあります。
　妊娠中は風しん予防接種ができないため、家族（特に
パートナー）の方が接種を心がけることが必要です。
　町では、下記の方の風しん予防接種費用を助成して
います。

みなべ町が契約している医療機関で接種する場合、無
料で接種できます。
※契約医療機関以外で接種した場合は接種費用を払
い戻します。（上限金額あり）

●妊娠を予定または希望している19歳以上50歳未満の女性
●妊娠している女性の配偶者

日　時：５月23日（土）12時開始～５月24日（日）12時終了
場　所：和歌山公園　砂の丸広場（和歌山城内）

※くわしくは、ふれ愛センター（74－3337）へお問い合わせください。

風しん予防接種費用を助成

子宮頸がん予防ワクチンの接種について子宮頸がん予防ワクチンの接種について

〈助成対象者〉

〈助成内容〉

平成28年３月31日まで
〈助成期間〉

保健福祉センター（ふれ愛センター）　東本庄１００番地
〈申し込み先〉

●印鑑●本人確認できるもの●妊婦の配偶者の方は、
前記に加えて母子健康手帳
＊払い戻し申請をする場合は前記書類に加えて、領収
書、接種済記録（風しん予防接種をしたことが分かるも
の）、振込先の口座情報

〈必要書類〉

●対象者　中学１年生から高校１年生の女子

「１万人健康リレーウォーク」参加者募集！

今年開催される「紀の国わかやま国体」に向けて健康づくりに取り組みませんか

各種検診や健康相談・子育て相談など、ふれ愛センター保健師まで、お気軽にご相談・お問い合せください。

●日　　時
●集合場所
●対 象 者
●内　　容
●持 ち 物
●申し込み・お問い合わせ

５月14日（木）　13時集合
清川公民館
町民で、運動をしても差し支えのない方
約３㎞程度のウォーキング。ストレッチ等
飲み物、帽子、タオルなど　動きやすい格好でお越しください。
　　　　　　   ふれ愛センター（℡74－３３３７）まで
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木 曜 日 金 曜 日 土 曜 日 日 曜 日

毎週土曜日、田辺広域休日
急患診療所（TEL26-4909）
が土曜日夜間・小児救急
診療を行っています。
（18:00～21:30）

◆緑の募金
◆消費者月間
◆水防月間
◆憲法週間（1日～7日）
◆児童福祉週間（5日～11日）

◆みどりの月間（～14日）
◆愛鳥週間・看護週間（10日～16日）
◆情報通信月間（15日～6月15日）
◆全国ごみ不法投棄監視ウィーク
　（30日～6月5日）

◆禁煙週間（31日～6月6日）
◆不正大麻・けし撲滅運動
　（～6月30日）

2
■上南部保・高城保・清川保、こど
もの日の会　■南部幼、避難訓練
■岩代小、遠足　■高城小・清川小
6年生、修学旅行　■高城小1～5
年生、遠足、　■南部中・上南部中、
授業参観・ＰＴＡ総会　■おひさ
ま広場（開放保育）こどもの日のつ
どい（10：00～、高城保）

■ひかり保、おはなまつり
■ガールスカウト入団式

31

7 9
■ひかり保、遠足 ■南部保、ミニミニ遠足　■上南

部保、園外保育　■愛之園保、避難
訓練　■南部幼、幼稚園まつり　
■南部小・高城中、交通安全教室　
■おひさま広場（開放保育）自由遊
び（10：00～、清川保）　■人権・
行政・登記相談（13：30～・ふれ愛
センター）　■健康講座（14：30
～・ふれ愛センター）　■日本脳炎
予防接種、（13：00～・ふれ愛セン
ター、岩代を除く旧南部町地区の
対象児）

■白梅幼、親子遠足
■愛之園保、保護者会・春の園庭清
掃
■南部幼、ふれあいの日
■田辺年金事務所・年金相談窓口
開設（9：30～16：00）

■清川小、日曜参観（炊き出し訓
練・炬火イベント）

108 地質の日

14 16
■高城小、花育活動
■南部中３年生、修学旅行（～16
日）・１年生遠足

■清川保、避難訓練　■清川小、新
体力テスト　■上南部中２年生、
思春期体験学習　■高城中、交通
安全教室　■南部長寿大学（14:00
～・南部公民館）　■４・10か月児
健診（12：45～・ふれ愛センター）
■町議会開会（予定）

■白梅幼、園開放日
■南部幼、廃品回収
■岩代小、PTA環境整備作業（古
紙・アルミ缶回収）

■南部小６年生、修学旅行
　（～18日）
■高城中３年生、修学旅行
　（～19日）

1715

21 23
■南部保・高城保、クッキング
■南部幼年少児、磯遊び
■岩代小６年生、修学旅行（～22
日）　■おひさま広場（開放保育）
お外で自由遊び（10：00～、愛之
園・高城保）

■南部保・愛之園保・上南部保・高
城小、避難訓練
■清川保、遠足　■こひつじラン
ド育児講座「わらべうたであそぼ
う」（ふれ愛センター）

■南部保、親子遠足
■南部幼、ふれあいの日

2422国際生物多様性の日

28 30
■マタニティー＆ベビーサロン
　（13：30～・ふれ愛センター）
■県による巡回職業相談
　（13：00～・南部公民館）
■南部長寿大学、県外研修

■白梅幼、園開放日

3129 世界禁煙デー　

憲法記念日
鹿島神社明神祭
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月 曜 日 火 曜 日 水 曜 日

●5月8日（金）13：30～15：30
●ふれ愛センター
◆人権相談（人権擁護委員）
◆行政相談〔国・県・町などへの苦
情や要望〕（行政相談員）
◆登記相談（和歌山地方法務局田
辺支局員）

●毎週月～金曜日9：00～16：00
●片町　はあと館

●28日（木）13：00～15：00　
●南部公民館（片町）
相談員が求人情報を提供、また求
職の相談を受けます。くわしくは、
日高振興局企画産業課
（℡0738-24-2946）へ。

●９日（土）（9：30～16：00）年金
相談窓口開設
くわしくは、同事務所（田辺市朝
日ヶ丘　℡24-0435）へ。

●連絡は教育学習課
　（℡74-2191）へ

●毎週金曜日9：00～12：00
●ふれ愛センター

子ども救急
相談ダイヤル
＊毎日、夜７時～11時＊

※ダイヤル回線・ＩＰ電話などの方は

携帯電話　プッシュ回線

０７３－４３１－８０００

♯８０００♯８０００

◆緑の募金
◆消費者月間
◆水防月間
◆憲法週間（1日～7日）
◆児童福祉週間（5日～11日）

◆みどりの月間（～14日）
◆愛鳥週間・看護週間（10日～16日）
◆情報通信月間（15日～6月15日）
◆全国ごみ不法投棄監視ウィーク
　（30日～6月5日）

◆禁煙週間（31日～6月6日）
◆不正大麻・けし撲滅運動
　（～6月30日）

　民生児童委員さんは生活苦、家
族の介護、いじめなど親身に相談
にのってくれます。
また行政との橋渡しをしてくれま
す。特に子どもにかかわる問題に
ついては、地域担当の民生児童委
員さんと一体になって活動する主
任児童委員さんもいます。近くの
民生児童委員さんのお名前やくわ
しいことは、住民福祉課
（℡72-2161）へ。

ねんきんダイヤル
0570-05-1165

●IP電話・PHSからは
　　　　　℡03-6700-1165へ
月～金曜日　午前8：30～午後5：15
（月曜日は午後7：00まで・祝日は休み）
第２土曜日　午前9：30～午後4：00

4 5 6みどりの日 こどもの日

11 12 13
■おひさま広場（開放保育）
　自由遊び（10：00～、上南部保）

■愛之園保、クッキング
■南部幼、参観日・ＰＴＡ総会
■岩代小・高城小、新体力テスト
■上南部小６年生、修学旅行（～
15日）■南部中２年生、職場体験
（～15日）■献血（9：00～10：30
堺漁港／11：30～13：30ウメタ
様駐車場／14：45～16：45はあ
と館前）

■南部幼、遠足

看護の日

18 19 20
■清川保、保育参加
■岩代小・高城小、交通安全教室

■南部保・南部幼、交通安全教室
　（県警ひまわり隊）
■おひさま広場（開放保育）お外で
自由遊び（10：00～、南部保）
■3歳6か月児健診
　（12：45～・ふれ愛センター）

■愛之園保、園外保育
■日本脳炎予防接種、（13：00～・
ふれ愛センター、岩代及び旧南部
川村地区の対象児）

食育の日

25 26 27
■ひかり保・高城保、避難訓練
■清川保、クッキング　■上南部
小、新体力テスト　■高城小、さつ
まいもの植えつけ　■おひさま広
場（開放保育）自由遊び（10：00
～、上南部保）　■県こうのとり相
談（田辺保健所）（14：30～）
各納期　
水道料金・公共下水道使用料（3・4
月分）・農業集落排水使用料（4・5
月分）の各口座振替

■愛之園保、ｅcｏ孫爺 おじい
ちゃん・おばあちゃんとおそうじ
大作戦
■上南部小、交通安全教室
■南部小、避難訓練
■2歳6か月児歯科健診
　（12：45～・ふれ愛センター）

■上南部中３年生、修学旅行・２年
生、職場体験（～27日）
■清川小、避難訓練
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公共下水

（件）

1,433／約2,100　（68.2％）（前月比+3）
農業集落排水

町の下水道整備（つなぎ込み）状況町の下水道整備（つなぎ込み）状況

（3月31日現在）

男
女
人口
世帯数

3月末現在
６，４７０人
７，１３６人
１３，６０６人
４，８１６世帯

（前月比）
（－13人）
（＋　3人）
（－10人）
（＋18世帯）

3月中の異動
出生　12人
死亡   21人
転入　63人
転出　64人

高齢化（65歳以上）
割合　29.2％

人のうごき西岩代 115／129 （89．1％） （前月比±0）
東岩代 149／181 （82．3％） （前月比±0）
受　領   35／37 （94．6％） （前月比±0）
共和東 220／260 （84．6％） （前月比±0）
本　郷 116／129 （89．9％） （前月比±0）
共和西   52／77 （67．5％） （前月比＋1）
西本庄 223／264 （84．5％） （前月比±0）
晩稲熊岡 225／364 （61．8％） （前月比±0）

文化賞・スポーツ賞
受賞おめでとうございます

平成26年度

みなべ町のホームページ
http://www.town.minabe.lg.jp

広報みなべは再生紙を
使用しています。

同・携帯電話用サイトのアドレス＆QRコード
http://www.town.minabe.lg.jp/i/i.html

文化賞を受賞された皆さん

スポーツ賞を受賞された皆さん




